
台
湾
は
日
本
と
同
様
に
島
国
で
あ
る
た
め
、
国

際
物
流
は
高
雄
港
を
中
心
と
す
る
海
運
、
台
湾
桃

園
国
際
空
港
を
中
心
に
し
た
空
運
で
行
わ
れ
て
い

る
。
高
雄
港
は
一
九
九
○
年
代
ま
で
世
界
第
三
位

の
コ
ン
テ
ナ
取
扱
い
港
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
現

在
で
は
中
国
を
は
じ
め
と
す
る
ア
ジ
ア
各
国
の
大

型
港
湾
の
開
発
な
ど
に
よ
り
、
二
○
○
六
年
に
は

世
界
第
六
位
に
ま
で
ラ
ン
ク
を
下
げ
、
二
○
○
七

年
の
コ
ン
テ
ナ
取
扱
量
は
初
め
て
一
○
○
○
万
Ｔ

Ｅ
Ｕ
を
超
え
る
一
方
で
、
ラ
ン
キ
ン
グ
で
は
世
界

第
八
位
ま
で
下
が
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
一
方
、

空
運
で
は
、
台
湾
桃
園
国
際
空
港
に
お
け
る
二
○

○
六
年
の
国
際
航
空
貨
物
取
扱
量
は
世
界
第
九
位

で
あ
っ
た
。
ア
ジ
ア
地
域
で
は
香
港
、
ソ
ウ
ル
、

ア
ジ
ア
地
域
で
は
香
港
、
ソ
ウ
ル
、

は
香
港
、
ソ
ウ
ル
、

成
田
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
上
海
に
次
ぐ
も
の
で
あ

に
次
ぐ
も
の
で
あ

る
が
、
香
港
と
の
差
は
二
倍
以
上
に
な
っ
て
い
る
。

、
香
港
と
の
差
は
二
倍
以
上
に
な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
現
状
が
あ
る
一
方
で
、
台
湾
政
府

は
一
九
九
○
年
代
後
半
以
降
、
台
湾
を
ア
ジ
ア
太

平
洋
地
域
に
お
け
る
国
際
物
流
の
拠
点
に
す
べ
く

様
々
な
政
策
を
実
施
し
て
き
た
。
本
稿
で
は
、
台

湾
に
お
け
る
国
際
物
流
に
関
す
る
政
策
と
政
策
の

実
行
に
伴
う
新
た
な
動
き
に
つ
い
て
検
討
を
行
う
。

●
ア
ジ
ア
太
平
洋
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
セ

ン
タ
ー
構
想

ま
ず
、
主
要
な
政
策
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、

一
九
九
五
年
に
発
表
さ
れ
た
ア
ジ
ア
太
平
洋
オ
ペ

レ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
（
中
国
語
名
、
亞
太
營
運

中
心
）
構
想
（
以
下
、
セ
ン
タ
ー
構
想
）
で
あ
る
。

こ
の
構
想
は
一
九
九
四
年
に
政
府
か
ら
青
写
真
が

示
さ
れ
、
一
九
九
五
年
に
行
政
院
会
（
閣
議
）
で

決
定
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
セ
ン
タ
ー
構
想
で

は
、
製
造
セ
ン
タ
ー
、
海
運
セ
ン
タ
ー
、
空
運
セ

ン
タ
ー
、
金
融
セ
ン
タ
ー
、
電
信
セ
ン
タ
ー
、
メ

デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
と
い
う
専
門
的
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ

ン
セ
ン
タ
ー
機
能
を
設
置
し
、
台
湾
を
こ
れ
ら
の

分
野
で
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
に
お
け
る
中
心
に
し

よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
セ
ン
タ
ー
構
想
で
物
流
政
策
に
関
係
す
る

の
は
、
海
運
セ
ン
タ
ー
と
空
運
セ
ン
タ
ー
で
あ
る
。

こ
れ
ら
両
セ
ン
タ
ー
で
は
、
貨
物
積
替
え
・
旅
客

乗
換
え
の
拠
点
化
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
よ
り
詳

細
に
見
る
と
、
海
運
セ
ン
タ
ー
で
は
高
雄
港
の
重

要
性
を
指
摘
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
台
湾
を
東
ア

ジ
ア
に
お
け
る
コ
ン
テ
ナ
積
替
基
地
や
積
替
え
の

際
に
加
工
作
業
が
で
き
る
体
制
を
作
り
上
げ
る
こ

と
を
目
標
と
し
た
。
ま
た
、
空
運
セ
ン
タ
ー
で
は
、

台
湾
桃
園
国
際
空
港
を
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
旅
客

の
乗
換
え
、
貨
物
の
積
替
え
に
お
け
る
中
心
地
に

す
る
こ
と
を
目
標
に
し
た
。

こ
う
し
た
目
標
が
達
成
さ
れ
れ
ば
、
ア
ジ
ア
太

平
洋
地
域
内
に
お
け
る
人
や
貨
物
の
輸
送
中
心
地

と
し
て
、
台
湾
は
商
業
活
動
が
拡
大
で
き
る
と
考

え
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
考
え
方
は
、
台
湾

の
地
理
的
な
位
置
に
あ
る
。
台
湾
は
東
南
ア
ジ
ア

か
ら
北
米
地
域
に
わ
た
る
広
大
な
ア
ジ
ア
太
平
洋

地
域
の
真
ん
中
に
あ
る
た
め
で
あ
る
。

そ
の
上
で
、
こ
の
セ
ン
タ
ー
構
想
で
は
目
標
達

成
の
た
め
に
、
条
件
と
具
体
的
な
政
策
を
提
示
し

た
。
例
え
ば
、
海
運
セ
ン
タ
ー
で
は
ソ
フ
ト
面
で

の
管
理
の
改
善
、
イ
ン
フ
ラ
建
設
に
よ
る
貨
物
積

替
え
業
務
の
拡
大
、
高
雄
港
の
整
備
と
積
替
え
量

の
拡
充
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
、
空
運
セ
ン
タ
ー
で
は

海
外
へ
の
書
類
や
小
口
荷
物
を
配
達
す
る
ク
ー
リ

ク
ー
リ

エ
貨
物
の
積
替
え
セ
ン
タ
ー
、
旅
客
乗
換
セ
ン
タ

の
積
替
え
セ
ン
タ
ー
、
旅
客
乗
換
セ
ン
タ

積
替
え
セ
ン
タ
ー
、
旅
客
乗
換
セ
ン
タ

ー
、
新
国
際
空
港
の
検
討
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
た
。

こ
れ
ら
政
策
の
達
成
の
た
め
に
、
具
体
的
な
タ
イ

ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
記
載
さ
れ
た
。

タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
策
定
後
、
一
九
九
七

年
七
月
に
は
実
施
案
が
行
政
院
会
で
了
承
さ
れ
た
。

台
湾
の
物
流
政
策
と
新
た
な
動
き
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こ
の
実
施
案
に
は
、
二
○
○
○
年
ま
で
の
量
的
、

非
量
的
な
具
体
的
目
標
が
示
さ
れ
、
こ
れ
ら
の
達

成
の
た
め
に
重
点
項
目
が
併
せ
て
提
示
さ
れ
た
。

量
的
目
標
と
し
て
は
、
高
雄
港
や
台
湾
桃
園
国
際

空
港
に
お
け
る
貨
物
積
替
率
の
増
加
や
作
業
時
間

の
短
縮
と
い
っ
た
項
目
が
挙
げ
ら
れ
た
一
方
、
非

量
的
目
標
で
は
、
港
湾
の
管
理
を
行
っ
て
い
る
港

務
局
や
台
湾
桃
園
空
港
に
お
け
る
企
業
経
営
の
導

入
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
た
。
ま
た
、
重
点
項
目
で
は

が
挙
げ
ら
れ
た
。
ま
た
、
重
点
項
目
で
は

。
ま
た
、
重
点
項
目
で
は

通
関
手
続
き
の
簡
素
化
、
港
や
空
港
の
管
理
制
度

の
整
備
、
港
湾
作
業
の
一
部
民
営
化
な
ど
も
記
載

さ
れ
た
。

こ
の
セ
ン
タ
ー
構
想
の
国
際
物
流
に
関
す
る
部

分
は
、
高
雄
港
や
桃
園
国
際
空
港
の
更
な
る
充
実

を
求
め
た
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
場

所
を
貨
物
積
替
え
基
地
と
す
る
こ
と
で
、
国
際
物

流
に
お
け
る
地
位
の
向
上
だ
け
で
は
な
く
、
世
界

に
お
け
る
台
湾
の
地
位
向
上
を
目
指
し
た
も
の
と

言
え
よ
う
。
た
だ
し
、
セ
ン
タ
ー
構
想
で
掲
げ
ら

れ
た
目
標
や
重
点
項
目
で
達
成
さ
れ
た
の
は
一
部

で
あ
っ
た
。
結
果
と
し
て
、
高
雄
港
は
釜
山
港
や

上
海
港
に
も
コ
ン
テ
ナ
取
扱
量
を
抜
か
れ
る
こ
と

と
な
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
セ
ン
タ
ー
構

想
は
後
ほ
ど
検
討
す
る
新
た
な
動
き
に
対
し
て
大

き
な
影
響
を
与
え
た
構
想
で
あ
っ
た
。

●
グ
ロ
ー
バ
ル
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
発
展

計
画

セ
ン
タ
ー
構
想
に
続
い
て
発
表
さ
れ
た
計
画
で
、

主
な
物
流
に
関
す
る
計
画
は
グ
ロ
ー
バ
ル
ロ
ジ
ス

テ
ィ
ク
ス
発
展
計
画
（
以
下
、
発
展
計
画
）
で
あ

る
。
こ
の
発
展
計
画
は
二
○
○
○
年
九
月
に
公
表

さ
れ
、
一
○
月
に
行
政
院
会
で
了
承
さ
れ
た
。
ま

た
、
計
画
実
行
の
た
め
に
関
係
省
庁
の
官
僚
を
中

心
と
し
た
推
進
会
議
も
設
置
さ
れ
た
。
こ
の
発
展

計
画
は
国
際
商
取
引
、
国
際
物
流
、
国
際
金
融
の

そ
れ
ぞ
れ
を
有
機
的
に
結
び
つ
け
る
こ
と
で
、
電

子
ビ
ジ
ネ
ス
を
は
じ
め
と
す
る
情
報
化
に
対
応
し

た
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
計
画
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
急
速
な
普
及
に
伴
い
、
劇
的

に
変
化
し
た
国
際
商
取
引
に
対
応
し
た
も
の
で
あ

っ
た
。
台
湾
政
府
は
こ
の
発
展
計
画
を
積
極
的
に

採
用
し
、
企
業
の
電
子
化
を
後
押
し
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。
例
え
ば
、
貿
易
業
務
に
関
す
る
書
類
や

手
続
き
の
電
子
化
で
、
通
関
手
続
き
の
時
間
短
縮

が
で
き
、
ス
ム
ー
ズ
に
モ
ノ
の
移
動
が
で
き
る
こ

と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、
電
子
フ
ァ
イ
ル
に
よ

る
在
庫
管
理
へ
の
切
り
替
え
も
同
様
で
あ
る
。
こ

れ
ら
の
ほ
か
に
も
、
発
展
計
画
で
は
保
税
作
業
の

環
境
整
備
、
国
内
物
流
の
配
送
ル
ー
ト
の
整
備
な

ど
も
謳
わ
れ
、
そ
の
整
備
の
た
め
に
必
要
な
イ
ン

フ
ラ
面
で
の
改
善
も
併
せ
て
目
標
と
し
て
掲
げ
た
。

ま
た
、
こ
の
発
展
計
画
は
外
国
企
業
だ
け
で
は

な
く
、
台
湾
企
業
も
対
象
と
し
た
。
国
内
外
の
企

た
。
国
内
外
の
企

国
内
外
の
企

業
が
製
造
拠
点
を
台
湾
か
ら
低
コ
ス
ト
で
生
産
が

で
き
る
地
域
へ
投
資
す
る
こ
と
を
容
認
し
つ
つ
も
、

ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
に
お
け
る
国
際
調
達
部
門
の

拠
点
化
を
台
湾
政
府
は
目
指
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
環
境
整
備
は
国
際
物
流
活
動
に
も

直
結
し
、
台
湾
に
お
け
る
産
業
空
洞
化
の
克
服
や

経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
対
応
し
よ
う
と
し
た
の

で
あ
っ
た
。

セ
ン
タ
ー
構
想
や
発
展
計
画
の
実
施
以
降
も
、

台
湾
政
府
は
様
々
な
国
際
物
流
に
関
す
る
政
策
を

策
定
し
て
き
た
。
例
え
ば
、
二
○
○
二
年
に
公
表

さ
れ
た
「
挑
戦
二
○
○
八
」
や
二
○
○
三
年
に
公

表
さ
れ
た
「
新
十
大
建
設
」、
さ
ら
に
は
毎
年
公

表
さ
れ
る
国
家
建
設
計
画
に
は
、
ハ
ー
ド
、
ソ
フ

ト
に
か
か
わ
ら
ず
国
内
物
流
、
国
際
物
流
に
関
す

る
実
施
計
画
が
書
き
込
ま
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

こ
れ
ら
の
中
に
は
一
九
九
○
年
代
半
ば
に
は
既
に

記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
る
。
そ
の
意
味
で
は
、

政
府
の
計
画
と
は
裏
腹
に
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
通
り

に
い
か
な
か
っ
た
も
の
も
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

●
国
際
物
流
の
新
た
な
動
き

台
湾
で
は
国
際
物
流
の
拠
点
に
す
る
た
め
に
、

政
府
は
輸
出
加
工
区
（
以
下
、
加
工
区
）
の
改
革

を
実
行
す
る
と
と
も
に
、
自
由
貿
易
港
区
を
設
置

す
る
と
い
う
動
き
も
み
せ
た
。
こ
れ
ら
の
新
た
な

動
き
を
検
討
す
る
と
、
台
湾
に
お
け
る
国
際
物
流

の
現
状
が
理
解
で
き
る
。

ま
ず
、
加
工
区
の
改
革
で
あ
る
。
台
湾
に
お
け

る
国
際
物
流
は
一
九
六
六
年
に
開
始
し
た
加
工
区

か
ら
本
格
的
に
始
ま
っ
た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は

な
い
。
し
か
し
、
開
設
当
初
の
加
工
区
で
は
物
流

に
対
す
る
意
識
は
希
薄
で
あ
り
、
そ
れ
は
物
流
企

業
が
近
年
ま
で
入
居
で
き
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
も

明
ら
か
で
あ
る
。

そ
の
加
工
区
に
お
け
る
最
大
の
変
化
は
、
労
働

集
約
的
な
製
造
か
ら
ハ
イ
テ
ク
産
業
の
製
造
に
シ

フ
ト
し
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
台
湾
経
済
が
発
展
す

る
に
つ
れ
、
人
件
費
を
は
じ
め
と
す
る
生
産
コ
ス
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ト
が
上
昇

し
、
加
工

区
に
入
居

し
て
い
た

企
業
は
、

よ
り
生
産

コ
ス
ト
が

安
い
東
南

ア
ジ
ア
や

中
国
へ
シ

フ
ト
し
た
。

一
方
で
、

一
九
九
○

年
代
に
は

一
部
の
台
湾
企
業
は
、
電
子
産
業
な
ど
の
分
野
で

世
界
を
リ
ー
ド
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
う
し
た

状
況
を
鑑
み
、
政
府
は
加
工
区
で
も
ハ
イ
テ
ク
企

業
が
入
居
で
き
る
よ
う
に
整
備
を
始
め
た
。
ま
た
、

加
工
区
を
高
付
加
価
値
製
品
の
最
終
加
工
基
地
と

し
て
位
置
づ
け
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
加
工
区
の
位
置
づ
け
の
た
め
に
は
、

の
位
置
づ
け
の
た
め
に
は
、

位
置
づ
け
の
た
め
に
は
、

の
た
め
に
は
、

た
め
に
は
、

併
せ
て
物
流
の
整
備
も
必
要
と
な
っ
た
。
こ
の
加

工
区
の
改
革
に
は
、
セ
ン
タ
ー
構
想
が
背
景
に
あ

る
。
例
え
ば
、
物
流
倉
庫
や
貨
物
積
替
の
た
め
の

専
門
区
を
設
置
し
た
の
は
、
構
想
が
実
行
さ
れ
始

め
た
一
九
九
七
年
末
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ま
で
の
加

工
区
に
は
原
材
料
な
ど
の
保
管
倉
庫
は
存
在
す
る

一
方
で
、
物
流
企
業
が
必
要
と
す
る
保
税
や
積
替

え
な
ど
の
倉
庫
の
設
置
を
認
め
て
い
な
か
っ
た
。

製
造
企
業
の
活
動
が
グ
ロ
ー
バ
ル
化
す
る
に
伴
い
、

加
工
区
内
に
お
け
る
物
流
の
整
備
が
必
要
で
あ
っ

た
。
ま
た
、
製
造
企
業
に
と
っ
て
も
、
物
流
の
整

備
は
企
業
の
競
争
力
を
保
つ
た
め
に
は
必
要
で
あ

っ
た
。

最
終
的
に
は
物
流
企
業
が
加
工
区
内
に
入
居
す

る
こ
と
を
認
め
、
梱
包
や
倉
庫
作
業
が
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
加
工
区
内
で
は
輸
出
入
に

関
わ
る
手
続
き
の
効
率
化
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
。
し
か
し
、
既
存
の
加
工
区
で
は
す
で
に
多
く

の
ビ
ル
が
存
在
し
て
い
る
た
め
、
新
規
参
入
し
た

物
流
企
業
は
既
存
イ
ン
フ
ラ
の
転
用
で
作
業
を
行

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
態
に
な
っ
た
。
こ
の
よ

う
な
状
況
で
あ
る
た
め
、
物
流
企
業
が
主
導
的
に

効
率
的
な
作
業
を
行
う
体
制
に
は
な
っ
て
い
な
い

の
で
あ
る
。
現
状
で
は
、
現
在
の
加
工
区
内
に
お

け
る
物
流
体
制
は
非
常
に
制
限
さ
れ
て
い
る
と
言

え
る
。

一
方
で
、
加
工
区
の
将
来
像
と
し
て
は
、
国
際

販
売
配
送
セ
ン
タ
ー
や
倉
庫
・
海
運
・
空
運
に
お

け
る
連
携
出
荷
セ
ン
タ
ー
と
い
っ
た
物
流
に
関
係

す
る
役
割
も
挙
げ
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
、
こ
れ

ま
で
に
な
か
っ
た
加
工
区
の
設
置
を
認
め
た
。
一

つ
は
高
雄
航
空
貨
物
運
送
園
区
で
あ
る
。
こ
れ
は
、

倉
庫
作
業
や
積
替
え
作
業
の
た
め
に
、
高
雄
空
港

近
く
に
設
置
さ
れ
た
加
工
区
で
あ
り
、
ま
だ
完
成

し
て
い
な
い
。
も
う
一
つ
は
、
高
雄
港
近
く
に
あ

る
成
功
物
流
園
区
で
あ
る
。
こ
の
園
区
で
は
倉
庫

作
業
、
加
工
セ
ン
タ
ー
な
ど
を
中
心
と
し
た
東
南

ア
ジ
ア
最
大
の
物
流
セ
ン
タ
ー
で
あ
る
と
い
わ
れ

て
い
る
。
し
か
し
、
成
功
物
流
園
区
に
入
居
し
て

い
る
企
業
は
現
在
数
社
で
あ
り
、
今
後
そ
の
真
価

は
問
わ
れ
る
。

一
方
、
自
由
貿
易
港
区
は
二
○
○
四
年
か
ら
運

用
が
始
ま
っ
た
。
自
由
貿
易
港
区
で
は
貨
物
の
通

関
手
続
き
免
除
な
ど
の
優
遇
措
置
を
与
え
、
港
区

内
で
自
由
に
製
造
業
、
物
流
業
な
ど
の
活
動
が
可

能
で
あ
る
。
ま
た
、
区
域
内
で
は
自
由
に
製
品
を

流
通
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
だ
け
で
は
な
く
、
貨

物
の
保
管
、
積
替
え
、
加
工
と
い
っ
た
作
業
も
で

き
る
。
さ
ら
に
、
自
由
貿
易
港
区
は
輸
送
コ
ス
ト

を
大
幅
に
削
減
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
既
存

の
輸
出
加
工
区
よ
り
海
側
、
あ
る
い
は
空
港
に
近

い
場
所
に
設
定
さ
れ
た
。

台
湾
で
は
現
在
五
港
が
設
置
さ
れ
、
海
運
で
は

基
隆
港
、
台
北
港
、
台
中
港
、
高
雄
港
の
四
港
、

空
運
で
は
台
湾
桃
園
国
際
空
港
を
指
定
し
て
い
る

（
図
1
参
照
）。
自
由
貿
易
港
区
の
中
で
、
海
運

の
台
北
港
を
除
く
三
港
は
既
存
の
港
湾
を
そ
の
ま

ま
自
由
貿
易
港
区
の
エ
リ
ア
と
し
て
設
定
し
、
そ

こ
で
活
動
を
行
っ
て
い
る
企
業
が
自
由
貿
易
港
区

の
扱
い
を
受
け
た
い
場
合
に
申
請
し
、
認
可
さ
れ

た
ら
企
業
の
場
所
が
そ
の
ま
ま
自
由
貿
易
港
区
に

な
る
と
い
う
形
を
採
用
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、

エ
リ
ア
内
に
あ
る
全
て
の
企
業
が
自
由
貿
易
港
区

に
参
加
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
一
方
、
桃
園

自
由
貿
易
港
区
は
Ｂ
Ｏ
Ｔ
方
式
で
行
わ
れ
、
二
○

○
三
年
に
遠
雄
グ
ル
ー
プ
が
五
○
年
に
わ
た
り
運

用
す
る
こ
と
で
交
通
部
民
用
航
空
局
と
合
意
し
た
。

ま
た
、
台
北
港
は
一
九
九
三
年
に
第
一
期
工
事
が

始
ま
り
、
現
在
第
二
期
工
事
が
行
わ
れ
て
い
る
。

全
て
の
工
事
が
完
了
す
れ
ば
台
湾
最
大
の
自
由
貿

易
港
区
に
な
る
予
定
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
現
在
の
自
由
貿
易
港
区
に
お

基隆港
（自由貿易港区）

台北港
（自由貿易港区）

  台湾桃園国際空港
（自由貿易港区）

台中港（自由貿易港区）

高雄港（自由貿易港区）

斗六繊維特化型輸出加工区

<輸出加工区>

高雄国際空港

屏東輸出加工区

台北

台中輸出加工区
中港輸出加工区

台中

楠梓輸出加工区
高雄輸出加工区
高雄ソフトウェア科学技術園区
成功物流園区
臨廣園区
高雄空運物流園区

高雄

図 1　�台湾の主要港・国際空港・輸出加工区・自由
貿易港区

（出所）　各港務局��港��出����������港����������港��出����������港���������港��出����������港����������出����������港���������出����������港��������
�り筆者作成。
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け
る
入
居
企
業
数
を
見
る
と
、
港
湾
四
港
合
計
で

二
九
社
、
空
港
で
は
六
○
社
ほ
ど
で
あ
る
。
こ
の

う
ち
、
港
湾
で
入
居
し
て
い
る
企
業
の
多
く
は
設

定
さ
れ
た
エ
リ
ア
で
以
前
か
ら
活
動
し
て
い
る
海

運
企
業
や
物
流
企
業
で
あ
り
、
高
付
加
価
値
製
品

の
加
工
作
業
を
行
う
た
め
に
新
た
に
入
居
し
た
製

造
企
業
は
現
在
の
と
こ
ろ
見
当
た
ら
な
い
。
一
方
、

桃
園
国
際
空
港
の
自
由
貿
易
港
区
で
は
加
工
作
業

を
行
う
た
め
に
入
居
し
て
い
る
企
業
が
存
在
し
て

い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
多
く
の
企
業
で
は
現
在

の
と
こ
ろ
、
様
子
を
見
て
い
る
と
い
う
の
が
現
状

で
は
な
か
ろ
う
か
。
今
後
企
業
に
と
っ
て
何
ら
か

の
メ
リ
ッ
ト
が
得
ら
れ
る
と
判
断
し
た
ら
、
申
請

や
入
居
す
る
企
業
も
増
加
す
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の

た
め
に
は
、
政
府
は
自
由
貿
易
港
区
内
で
の
生
産

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
拡
張
、
国
際
貿
易
の
深
化
、
さ

ら
に
は
台
湾
の
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
に
お
け
る
物

流
機
能
を
高
め
て
い
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

●
お
わ
り
に

台
湾
政
府
は
、
台
湾
の
国
際
物
流
に
お
け
る
地

理
的
な
優
位
は
ア
ジ
ア
の
主
要
六
港
、
主
要
八
空

港
そ
れ
ぞ
れ
が
直
行
便
で
結
ん
で
か
か
る
時
間
を

計
測
し
て
平
均
を
出
す
と
、
高
雄
港
と
桃
園
国
際

空
港
が
最
短
で
あ
る
と
指
摘
す
る
。
そ
の
事
実
を

用
い
て
、
台
湾
は
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
に
お
け
る

国
際
物
流
の
中
心
に
な
り
う
る
と
主
張
し
て
い
る
。

確
か
に
、
時
間
的
な
観
点
で
い
え
ば
、
台
湾
政
府

の
言
っ
て
い
る
こ
と
は
正
し
い
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
国
際
物
流
の
中
心
に
な
る
に
は

イ
ン
フ
ラ
を
中
心
と
し
た
整
備
、
効
率
的
な
港
湾

や
空
港
の
運
用
、
情
報
化
へ
の
対
応
な
ど
ハ
ー
ド

面
、
ソ
フ
ト
面
の
両
方
に
お
け
る
充
実
が
必
要
で

あ
る
。
こ
の
よ
う
な
充
実
を
達
成
さ
せ
る
た
め
に
、

必
要
な
物
流
政
策
を
策
定
し
、
実
行
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
。

そ
の
意
味
に
お
い
て
、
台
湾
で
は
ア
ジ
ア
太
平

洋
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
構
想
に
代
表
さ
れ

る
よ
う
に
、
一
九
九
○
年
代
半
ば
に
は
物
流
を
意

識
し
た
計
画
を
実
行
し
、
早
い
段
階
か
ら
物
流
の

重
要
性
を
認
め
て
き
た
と
評
価
で
き
る
。
し
か
し

な
が
ら
、
他
の
ア
ジ
ア
諸
国
で
は
港
湾
や
空
港
に

関
係
す
る
イ
ン
フ
ラ
拡
張
や
整
備
を
一
気
に
実
施

し
た
こ
と
で
、
国
際
物
流
に
お
け
る
台
湾
の
地
位

が
下
が
る
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。
例
え
ば
、
中

国
で
は
大
規
模
な
港
湾
を
開
発
し
て
運
用
を
始
め
、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
も
最
新
設
備
の
導
入
や
港
湾
の

拡
張
を
実
行
し
て
い
る
。

ま
た
、
空
運
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
他
の

ア
ジ
ア
諸
国
で
は
大
規
模
国
際
空
港
が
開
港
し
始

め
、
大
規
模
な
物
流
施
設
を
備
え
て
い
る
空
港
も

多
い
。
ま
た
、
ソ
フ
ト
面
で
も
効
率
的
な
体
制
を

整
え
つ
つ
あ
る
。
そ
の
た
め
、
台
湾
も
既
存
の
台

湾
桃
園
国
際
空
港
の
整
備
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
、

近
い
将
来
に
航
空
貨
物
で
も
そ
の
取
引
を
他
の
空

そ
の
取
引
を
他
の
空

他
の
空

港
に
奪
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。

海
運
や
空
運
の
状
況
を
考
え
る
と
、
台
湾
の
置

か
れ
て
い
る
状
況
は
厳
し
い
。
し
か
し
な
が
ら
、

海
運
や
空
運
だ
け
で
は
な
く
、
輸
出
加
工
区
や
自

由
貿
易
港
区
、
さ
ら
に
は
国
内
物
流
を
も
有
機
的

に
結
び
付
け
る
よ
う
な
総
合
的
な
物
流
制
度
を
実

現
で
き
れ
ば
、
新
た
な
展
望
が
開
け
る
か
も
し
れ

な
い
。
そ
の
一
方
で
、
台
湾
の
国
際
物
流
を
考
え

る
場
合
に
は
、
中
国
と
の
三
通
（
直
接
通
商
、
通

航
、
通
信
）
問
題
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

現
在
は
限
定
的
な
両
岸
直
航
が
一
九
九
六
年
三
月

か
ら
高
雄
港
の
一
部
で
認
め
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、

そ
の
制
度
は
直
航
と
は
到
底
言
え
る
も
の
で
は
な

い
。
そ
の
た
め
、
製
造
業
者
や
物
流
業
者
の
多
く

は
現
在
の
状
況
に
不
満
を
持
っ
て
い
る
と
言
わ
れ

て
い
る
。
台
湾
が
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
に
お
け
る

物
流
拠
点
に
な
る
た
め
に
は
、
中
国
と
の
直
航
に

何
ら
か
の
解
決
を
見
出
さ
な
い
と
そ
の
実
現
可
能

性
は
低
い
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
は
な
か
ろ

う
か
。

（ 

い
け
が
み　

ひ
ろ
し
／
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所

新
領
域
研
究
セ
ン
タ
ー
）

《
参
考
文
献
》

①
小
林
伸
夫
『
台
湾
経
済
入
門
』
日
本
評
論
社
、

一
九
九
五
年
。

②
財
団
法
人
交
流
協
会
編
刊
『
台
湾
の
流
通
事

情
』
二
○
○
一
年
。

③
財
団
法
人
交
流
協
会
編
刊
『
台
湾
に
お
け
る
物

流
の
現
状
と
展
望
│
自
由
貿
易
港
区
・
基
隆
港

に
つ
い
て
の
考
察
』
二
○
○
五
年
。

④
行
政
院
經
濟
建
設
委
員
會
編
刊
『
発
展
台
湾
成

為
亜
太
営
運
中
心
計
画
』
一
九
九
七
年
。

⑤
行
政
院
經
濟
建
設
委
員
會
財
經
法
制
協
調
服
務

中
心
編
『
全
球
運
籌
與
案
例
探
討
』
二
○
○
一

年
。

特集／東アジア物流新時代─グローバル化への対応と課題

35 ─アジ研ワールド・トレンド No.148（2008．1）


